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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第12期
第２四半期
連結累計期間

第13期
第２四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 20,123,200 23,925,023 42,996,961

経常利益又は経常損失（△） (千円) 413,130 △ 759,873 887,182

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失（△）

(千円) 402,172 △ 634,921 843,025

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 332,285 △ 779,012 867,751

純資産額 (千円) 8,530,153 13,176,203 9,225,459

総資産額 (千円) 31,343,324 60,826,648 34,631,781

１株当たり四半期（当期）純利
益又は１株当たり四半期純損失
（△）

(円) 13.31 △ 18.37 27.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 13.30 ― 27.55

自己資本比率 (％) 26.2 20.9 25.0

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 254,551 186,381 845,885

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △ 1,690,893 1,350,724 △ 3,100,688

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 2,321,772 661,044 1,716,220

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

(千円) 7,111,799 7,882,216 5,698,034
 

 

回次
第12期
第２四半期
連結会計期間

第13期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり四半期純損失（△）

(円) 1.37 △ 10.10
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第13期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である株式会社アスラポートが株式会社十徳の全株式を取得

し同社を子会社化したため、連結の範囲に含めております。

第１四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社ＴＢジャパンを連結の範囲に含めております。

また、当第２四半期連結会計期間において、株式会社フードスタンドインターナショナル及び株式会社モミアンド

トイ・エンターテイメントは、平成30年７月１日付で当社の連結子会社である株式会社アルテゴ（平成30年７月１日

付で株式会社ドリームコーポレーションより商号変更）を存続会社とした吸収合併により消滅したため、連結の範囲

から除外しております。

なお、当第２四半期連結会計期間において、従来持分法適用関連会社でありましたジャパン・フード＆リカー・ア

ライアンス株式会社の株式を追加取得し同社を子会社化したため、それに伴い同社の子会社15社（盛田㈱、㈱アルカ

ン、アルカン ザール社、大連丸金食品有限公司、㈱イメックス、加賀の井酒造㈱、㈱老田酒造店、中川酒造㈱、東洋

商事㈱、小林産業㈱、千代菊㈱、常楽酒造㈱、㈱アーク、銀盤酒造㈱及び佐藤焼酎製造場㈱）を連結の範囲に含めて

おります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に、景気は緩や

かな回復基調にありますが、原油価格の上昇や米国の通商問題の動向、相次ぐ自然災害の影響など先行きに留意す

る必要があります。

 外食及び食品生産業界におきましては、消費者の節約志向の根強さや、原材料の価格上昇、人件費及び物流関連コ

ストの上昇などにより、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の中で、当社グループは「食のバリューチェーンのグローバルリーディングカンパニー」を目指

し、「既存ブランドの競争力強化と成長」、「ブランド・ポートフォリオの多様化」、「海外市場への進出」、

「食品生産事業と六次産業化」の各課題へ積極的に取り組み、国内外において事業規模の拡充により、販売・流

通・生産３機能が相互に価値を発揮する事業ポートフォリオの構築に努めてまいりました。

　なお、当社は、食品酒類メーカーの盛田株式会社や輸入食品酒類商社の株式会社アルカン、業務用総合食品商社

の東洋商事株式会社などで構成される、持分法適用関連会社であったジャパン・フード＆リカー・アライアンス株

式会社を、2018年８月１日付で、完全子会社化いたしました。また、当社は、2018年８月１日付で株式会社ＪＦＬ

Ａホールディングスへ商号を変更しております。

　当第２四半期連結累計期間の当社グループの取り組みは、次のとおりであります。

　「既存ブランドの競争力強化と成長」におきましては、当第２四半期末の店舗数は864店舗（前年同四半期比で86

店舗増）となりました。前期及び当期に新たに子会社化した３社（株式会社菊家、Atariya Foods Retail (UK)

Limited、株式会社十徳）の店舗数増加が主な要因となっております。トンカツ業態「キムカツ」においては、栃木

県足利市でキムカツブランド初のロードサイド店舗を、６月にオープンしております。

　「ブランド・ポートフォリオの多様化」におきましては、複数の四川調味料を使って作り上げた特製の麻婆豆腐

をご飯に載せる「陳麻飯」が人気の「陳麻家」の直営店を、５月に品川シーサイド、９月に市ヶ谷へそれぞれオー

プンしております。また、熊本県、福岡県を中心に九州全域と広島県、山口県にも出店する「さかな市場」「十徳

や」「寿里庵」等の海鮮居酒屋の業態が、６月に当社グループへ加わっております。

　「海外市場への進出」におきましては、クールジャパン機構などとの合弁事業１号店となる日本食フードホール

「ICHIBA」が７月に、ロンドン・ウエストフィールドにてオープンしております。「ICHIBA」はフードコートと物

販コーナーで構成されており、物販コーナーでは、当社グループの和食材の輸出入卸を行うS.K.Y. Enterprise UK

Limitedと協働して、「盛田」のしょうゆ、つゆ、たれ、みりん、味噌などの調味料を幅広く販売しております。

　「食品生産事業と六次産業化」におきまして、株式会社弘乳舎は、全国の「牛角」ブランド店へのＰＢアイスク

リームの提供をはじめ、引き続きグループ外企業へのＰＢ及びＮＢ商品の開発・販売も積極的に展開しておりま

す。九州乳業株式会社は、当社グループ会社の原材料（株式会社弘乳舎の生乳、脱脂粉乳や株式会社アルカンが輸

入するクリームチーズなど）を、株式会社菊家に提供して新商品の共同開発を行っております。

　以上により、当第２四半期連結累計期間の売上高は23,925百万円（前年同四半期比18.9％増）となりましたが、

営業損失はジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社株式取得に係る一時的な費用等の影響や後述するセ

グメントの業績のとおり、販売事業（外食事業）において地震や天候不順、出店計画や加盟開発の遅れ、一部業態

における下期に利益貢献度が高い季節要因などの影響により194百万円（前年同四半期は営業利益484百万円）とな

りました。また、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の持分法による投資損失及び為替差損などの

影響により、経常損失は759百万円（前年同四半期は経常利益413百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失

は、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の段階取得に係る差益などの影響により、634百万円（前年

同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益402百万円）となりました。　
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セグメントの業績は次のとおりであります。

①販売

当第２四半期末の店舗数は864店舗（前年同四半期比で86店舗増）となりました。内訳は、直営店232店舗（前

年同四半期比101店舗の増加）、フランチャイズ店632店舗（前年同四半期比15店舗の減少）となります。海鮮居

酒屋「さかな市場」など61店舗、和洋菓子「お菓子の菊家」など41店舗を含め、合計125店舗が増加した一方、釜

飯串焼業態「とりでん」８店舗やラーメン業態など、合計39店舗が減少いたしました。前述いたしました、前期

及び今期に新たに加わった子会社が主な要因により、増収となりましたが、国内においては、焼肉業態「牛角」

は堅調に推移したものの、地震や天候不順による売上高の減少に伴う減益やクレープ業態などの加盟開発未達及

び株式会社菊家の季節要因、海外においては、フランスRiem Becker SASの季節要因及び英国Sushi Bar Atari-Ya

Limitedの店舗改装休業による売上高の減少に伴う減益などの影響により、当第２四半期連結累計期間における売

上高は11,896百万円（前年同四半期比52.5％増）、営業損失は29百万円（前年同四半期は営業利益412百万円）と

なりました。

②流通

ドイツやオランダの子会社は取扱い数量増加により売上が堅調に推移しましたが、主に英国の子会社が、人材

採用を中心とする経営改善費用が増加した影響により、当第２四半期連結累計期間における売上高は1,836百万円

（前年同四半期比17.2％減）、営業損失は０百万円（前年同四半期は営業利益58百万円）となりました。

③生産

九州乳業株式会社は、配送コストの増加及び燃料費や電力料など製造経費が増加いたしましたが、猛暑の影響

により量販店・ドラッグストア向け飲料売上が堅調に推移し、増収増益となりました。株式会社弘乳舎は、乳業

メーカー向け凍結生クリームや脱脂粉乳の販売増加などにより増収となりましたが、燃料費や電力料などの製造

経費の増加による影響などもあり減益となりました。茨城乳業株式会社は、量販店・ドラッグストア向け飲用乳

や全農向け殺菌乳の販売増加及びグループ会社向けOEMヨーグルトの製造増加があったものの、生クリームやゼ

リーなどOEM生産終了による影響により減収減益となりました。以上の結果、当第２四半期連結累計期間における

売上高は10,178百万円（前年同四半期比0.9％増）、営業利益は204百万円（同23.4％減）となりました。

④その他

その他事業の内容といたしましては、店舗開発事業等による売上があり、当第２四半期連結累計期間における

売上高は12百万円（前年同四半期比41.1％減）、営業利益は10百万円（同46.3％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

2,184百万円増加し7,882百万円（前年同四半期7,111百万円）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれら

の主な要因は、次のとおりとなりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、186百万円（前年同四半期254百万円）となりました。これは、主に税金等調

整前四半期純損失△648百万円、減価償却費492百万円、のれん償却費294百万円、持分法による投資損失380百万

円、仕入債務の減少額△293百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、1,350百万円（前年同四半期1,690百万円の使用）となりました。これは、主

に連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入3,131百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、661百万円（前年同四半期2,321百万円）となりました。これは、主に短期借

入金の純増減額682百万円によるものであります。

 

(3) 従業員数

当第２四半期累計期間末における従業員数は、前連結会計年度末より919名増加し、2,070名となっております。

この主な増加の要因は、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の子会社化によるものです。

　　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間における、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,929,936 41,929,936
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 41,929,936 41,929,936 ― ―
 

(注) １．発行済株式のうち、3,259,724株は、現物出資（関係会社株式　1,532,619千円）によるものであります。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成30年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年８月１日
（注）

11,033,207 41,929,936 ― 2,910,363 4,843,577 7,916,834
 

（注）平成30年８月１日を効力発生日とする株式交換（交換比率　当社１：ジャパン・フード＆リカー・アライアン

ス株式会社 0.9）実施に伴う新株発行による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＨＳＩグローバル株式会社 東京都品川区西五反田１丁目３－８ 11,344,796 27.06

株式会社神明 兵庫県神戸市中央区栄町通６丁目１－21 2,926,000 6.98

株式会社ＳＡＫＥアソシエイツ 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目５－６ 2,251,509 5.37

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１丁目23－１ 1,433,000 3.42

株式会社Ｍ＆Ｔ 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目５－６ 766,290 1.83

檜垣　周作 東京都品川区 464,503 1.11

鈴木　成和
（常任代理人　株式会社三菱Ｕ
ＦＪ銀行決済事業部）

東京都千代田区
（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

426,046 1.02

川上　統一 東京都文京区 411,160 0.98

オリエントビルデベロップメン
ト６号株式会社

東京都千代田区麹町５丁目３ 222,786 0.53

ワイエスフード株式会社 福岡県田川郡香春町大字鏡山字金山552番８ 199,300 0.47

計 ― 20,445,390 48.77
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

― ―
8,800

完全議決権株式（その他）
普通株式

409,087 ―
40,908,700

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式　
1,012,436

発行済株式総数 41,929,936 ― ―

総株主の議決権 ― 409,087 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＪＦＬＡホール
ディングス

東京都中央区日本橋蛎殻
町一丁目５番地６号

8,800 ─ 8,800 0.02

計 ― 8,800 ─ 8,800 0.02
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 代表取締役会長 檜垣　周作 平成30年８月１日

取締役 代表取締役社長 森下　將典 平成30年８月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、至誠清新監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,777,198 7,961,180

  受取手形及び売掛金 ※１  5,077,013 ※１  10,392,356

  商品及び製品 1,326,756 4,203,095

  仕掛品 37,071 2,162,333

  原材料及び貯蔵品 575,059 1,097,756

  その他 2,139,250 1,881,555

  貸倒引当金 △226,623 △87,363

  流動資産合計 14,705,726 27,610,914

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 3,733,809 9,465,295

   その他（純額） 4,567,046 9,431,640

   有形固定資産合計 8,300,855 18,896,936

  無形固定資産   

   のれん 4,853,882 7,764,593

   その他 118,674 227,474

   無形固定資産合計 4,972,556 7,992,067

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,899,492 2,656,153

   その他 2,573,535 5,221,703

   貸倒引当金 △820,385 △1,551,127

   投資その他の資産合計 6,652,642 6,326,729

  固定資産合計 19,926,054 33,215,733

 資産合計 34,631,781 60,826,648
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  3,706,359 ※１  7,028,160

  短期借入金 3,802,137 15,040,138

  1年内返済予定の長期借入金 4,797,727 5,028,517

  未払法人税等 265,611 204,548

  賞与引当金 44,839 73,759

  店舗閉鎖損失引当金 31,241 53,882

  資産除去債務 37,518 3,457

  その他 3,041,846 5,370,926

  流動負債合計 15,727,283 32,803,391

 固定負債   

  長期借入金 6,788,445 9,377,894

  債務保証損失引当金 66,164 65,669

  役員退職慰労引当金 ― 16,629

  退職給付に係る負債 521,333 955,734

  資産除去債務 347,464 1,134,589

  その他 1,955,631 3,296,537

  固定負債合計 9,679,039 14,847,053

 負債合計 25,406,322 47,650,444

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,910,363 2,910,363

  資本剰余金 3,378,740 8,222,302

  利益剰余金 2,581,759 1,823,261

  自己株式 △1,428 △4,370

  株主資本合計 8,869,435 12,951,557

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △1,541 16,435

  繰延ヘッジ損益 20 ―

  為替換算調整勘定 △190,069 △267,110

  退職給付に係る調整累計額 △3,707 ―

  その他の包括利益累計額合計 △195,297 △250,674

 新株予約権 6,680 6,680

 非支配株主持分 544,641 468,641

 純資産合計 9,225,459 13,176,203

負債純資産合計 34,631,781 60,826,648
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 20,123,200 23,925,023

売上原価 14,016,533 15,979,973

売上総利益 6,106,667 7,945,050

販売費及び一般管理費 ※１  5,622,171 ※１  8,139,588

営業利益又は営業損失（△） 484,496 △194,537

営業外収益   

 受取利息 13,653 8,255

 受取配当金 1,445 109

 貸倒引当金戻入額 ― 15,830

 その他 53,074 48,414

 営業外収益合計 68,173 72,610

営業外費用   

 支払利息 67,138 82,821

 持分法による投資損失 5,524 380,597

 その他 66,877 174,526

 営業外費用合計 139,540 637,945

経常利益又は経常損失（△） 413,130 △759,873

特別利益   

 固定資産売却益 2,438 20,137

 出資金返還益 30,000 ―

 補助金収入 ― 53,770

 段階取得に係る差益 ― 160,086

 その他 16,678 13,980

 特別利益合計 49,116 247,974

特別損失   

 固定資産売却損 0 ―

 固定資産除却損 9,401 13,906

 減損損失 ― 61,559

 災害による損失 ※２  23,596 ※２  15,092

 その他 24,898 46,098

 特別損失合計 57,896 136,656

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

404,350 △648,555

法人税、住民税及び事業税 88,325 47,327

法人税等調整額 △91,359 22,545

法人税等合計 △3,033 69,872

四半期純利益又は四半期純損失（△） 407,383 △718,427

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

5,211 △83,506

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

402,172 △634,921
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 407,383 △718,427

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △73,372 27,625

 為替換算調整勘定 △1,694 △75,929

 退職給付に係る調整額 ― 101,124

 持分法適用会社に対する持分相当額 △31 △108,197

 その他の包括利益合計 △75,098 △55,376

四半期包括利益 332,285 △773,804

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 327,074 △688,754

 非支配株主に係る四半期包括利益 5,211 △85,049
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

404,350 △648,555

 減価償却費及びその他の償却費 329,721 492,290

 減損損失 ― 61,559

 のれん償却額 240,319 294,887

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,973 △153,106

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,769 6,623

 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 1,888 △7,524

 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △1,720 △495

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △39,044 △10,609

 受取利息及び受取配当金 △15,099 △8,364

 支払利息 67,138 82,821

 固定資産売却損益（△は益） △2,438 △20,137

 固定資産除却損 9,401 13,906

 補助金収入 ― △53,770

 持分法による投資損益（△は益） 5,524 380,597

 段階取得に係る差損益（△は益） ― △160,086

 売上債権の増減額（△は増加） △542,958 106,473

 たな卸資産の増減額（△は増加） 119,306 178,624

 仕入債務の増減額（△は減少） 159,162 △293,812

 未払金の増減額（△は減少） △81,336 15,267

 未払消費税等の増減額（△は減少） △7,413 △54,251

 前受金の増減額（△は減少） △103,510 42,619

 その他 △80,605 52,619

 小計 463,484 317,577

 利息及び配当金の受取額 15,099 8,364

 利息の支払額 △67,837 △81,161

 法人税等の支払額 △156,195 △112,168

 補助金の受取額 ― 53,770

 営業活動によるキャッシュ・フロー 254,551 186,381
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △17,750 △1,500

 定期預金の払戻による収入 ― 1,700

 有形固定資産の取得による支出 △405,900 △683,039

 有形固定資産の売却による収入 12,085 46,340

 有形固定資産の売却に係る手付金収入 195,247 ―

 無形固定資産の取得による支出 △7,632 △117,923

 投資有価証券の取得による支出 △10,000 △400,000

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

13,292 55,000

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

― △949

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

95,958 3,131,290

 関係会社株式の取得による支出 △2,000,000 △253,146

 営業譲受による支出 ― △460,000

 出資金の回収による収入 30,000 ―

 貸付けによる支出 △330,000 △225,194

 貸付金の回収による収入 641,178 236,792

 敷金及び保証金の差入による支出 △64,062 △47,290

 敷金及び保証金の回収による収入 112,295 74,817

 長期前払費用の取得による支出 △6,994 △6,514

 その他 51,390 342

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,690,893 1,350,724

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 2,330,780 682,010

 長期借入れによる収入 1,598,000 2,150,000

 長期借入金の返済による支出 △1,501,938 △1,979,656

 社債の償還による支出 △60,000 ―

 割賦債務の返済による支出 △20,852 △35,967

 リース債務の返済による支出 △24,216 △30,774

 自己株式の処分による収入 ― 608

 自己株式の取得による支出 ― △3,649

 配当金の支払額 ― △121,525

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,321,772 661,044

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,103 △13,969

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 888,534 2,184,181

現金及び現金同等物の期首残高 6,223,265 5,698,034

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  7,111,799 ※  7,882,216
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（1）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である株式会社アスラポートが株式会社十徳の全株式を

取得し同社を子会社化したため、連結の範囲に含めております。

第１四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社ＴＢジャパンを連結の範囲に含めております。

また、当第２四半期連結会計期間において、株式会社フードスタンドインターナショナル及び株式会社モミア

ンドトイ・エンターテイメントは、平成30年７月１日付で当社の連結子会社である株式会社アルテゴ（平成30年

７月１日付で株式会社ドリームコーポレーションより商号変更）を存続会社とした吸収合併により消滅したた

め、連結の範囲から除外しております。

なお、当第２四半期連結会計期間において、従来持分法適用関連会社でありましたジャパン・フード＆リ

カー・アライアンス株式会社の株式を追加取得し同社を子会社化したため、それに伴い同社の子会社15社（盛田

㈱、㈱アルカン、アルカン ザール社、大連丸金食品有限公司、㈱イメックス、加賀の井酒造㈱、㈱老田酒造店、

中川酒造㈱、東洋商事㈱、小林産業㈱、千代菊㈱、常楽酒造㈱、㈱アーク、銀盤酒造㈱及び佐藤焼酎製造場㈱）

を連結の範囲に含めております。

 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間において、従来持分法適用会社でありましたジャパン・フード＆リカー・アライア

ンス株式会社の株式を追加取得し同社を子会社化したため持分法適用の範囲から除外しております。

 
 
(会計方針の変更)

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36

号　平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に

対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基

準」（企業会計基準第８号　平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従っ

ており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取

引については、従来採用していた会計処理を継続しております。

 
(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 14,916 千円 61,176 千円

支払手形 22,268 千円 16,580 千円
 

 

２．一部の連結子会社は、資金調達の機動性を高めるため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。な

お、当四半期連結会計期間末日における当融資枠に基づく借入の実行状況は次のとおりであります。

(1) 円建取引
　

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

当座貸越限度額  5,080,000 千円  8,462,294 千円

借入実行残高  3,100,000 千円  6,516,894 千円

差引額  1,980,000 千円  1,945,400 千円
 

　

(2) ポンド建取引
　

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

当座貸越限度額 91,170 千円 （600 千ポンド） 86,754 千円 （600 千ポンド）

借入実行残高 ― 千円 （ ― 千ポンド） ― 千円 （ ― 千ポンド）

差引額 91,170 千円 （600 千ポンド） 86,754 千円 （600 千ポンド）
 

　

(3) ドル建取引
　

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

当座貸越限度額 135,600 千円 （1,200 千ドル） 132,648 千円 （1,200 千ドル）

借入実行残高 ― 千円 （ ― 千ドル） ― 千円 （ ― 千ドル）

差引額 135,600 千円 （1,200 千ドル） 132,648 千円 （1,200 千ドル）
 

 

３．厚生年金基金に係る偶発債務

連結子会社の一部が加入する中日本酒類業厚生年金基金は、平成28年９月26日に厚生労働大臣より解散認

可の承認を受けました。これにより、同基金解散に伴う費用の発生が現時点で見込まれますが、複数事業主

制度であるため、当グループに係る影響額を合理的に算定することは困難であります。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

貸倒引当金繰入額 △254千円 △3,218千円

給料・賞与 1,862,753千円 3,042,461千円

賞与引当金繰入額 10,432千円 16,985千円

退職給付費用 3,354千円 5,125千円
 

　

※２．災害による損失

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

平成28年熊本地震に伴い、連結子会社である株式会社弘乳舎において、建屋等の復旧に要する費用等を計

上しております。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

平成28年熊本地震に伴い、連結子会社である株式会社弘乳舎において、建屋等の復旧に要する費用等を計

上しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 7,212,256千円 7,961,180千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △ 100,456千円 △ 78,964千円

現金及び現金同等物 7,111,799千円 7,882,216千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年８月１日付で株式会社モミアンドトイ・エンターテイメントとの間で、当社を株式交換完全

親会社、株式会社モミアンドトイ・エンターテイメントを株式交換完全子会社とする株式交換を行いました。こ

の結果、当第２四半期連結累計期間において資本準備金が462,893千円増加し、3,073,257千円となっておりま

す。

 
当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）
 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月14日
取締役会

普通株式 123,577 4.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成30年８月１日付でジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社との間で、当社を株式交換

完全親会社、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社を株式交換完全子会社とする株式交換を行いま

した。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本準備金が4,843,577千円増加し、7,916,834千円となっ

ております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　  (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計

販売 流通 生産 計

売上高       

  外部顧客に対する売上高 7,800,009 2,218,019 10,083,639 20,101,668 21,532 20,123,200

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

11,254 56,445 5,678 73,377 ― 73,377

計 7,811,263 2,274,464 10,089,317 20,175,045 21,532 20,196,578

セグメント利益 412,057 58,373 266,551 736,982 19,268 756,251
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、店舗開発事業等の売上であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 736,982

「その他」の区分の利益 19,268

全社費用(注) △ 271,755

四半期連結損益計算書の営業利益 484,496
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「販売事業」セグメントにおいて、当第２四半期連結会計期間より株式会社モミアンドトイ・エンターテイメ

ントの株式取得による連結子会社化に伴い、のれんが発生しております。なお、当該事象によるのれんの増加額

は、当第２四半期連結累計期間においては484,849千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　  (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計

販売 流通 生産 計

売上高       

  外部顧客に対する売上高 11,896,867 1,836,689 10,178,777 23,912,334 12,689 23,925,023

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5,961 174,338 16,032 196,332 ― 196,332

計 11,902,829 2,011,027 10,194,810 24,108,667 12,689 24,121,356

セグメント利益又は損失（△） △29,452 △253 204,275 174,569 10,350 184,919
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、店舗開発事業等の売上であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 174,569

「その他」の区分の利益 10,350

全社費用(注) △ 379,457

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △ 194,537
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「販売事業」セグメントにおいて、割引前将来キャッシュ・フロー総額が帳簿価額に満たない店舗について

は、帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該

減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において61,559千円であります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

「販売事業」、「流通事業」及び「生産事業」セグメントにおいて、当第２四半期連結会計期間よりジャパ

ン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の株式を追加取得し子会社となったため、のれんが発生しておりま

す。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては2,408,536千円であります。
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(企業結合等関係)

　取得による企業結合

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社（以下「ＪＦＬＡ」とい

います。）

事業の内容 調味料・酒類等の製造販売、食品・酒類等の輸入販売、業務用総合食品卸

売、等
 

(2) 企業結合を行った主な理由

ＪＦＬＡを完全子会社とすることで相互連携を強化し、ＪＦＬＡの収益力の回復や当社グループ全体で大き

なシナジー効果を生むとともに、グループ全体最適視点での開発～生産～流通～販売機能強化、横串管理体制

強化を図り、今後の成長基盤を確固たるものとすることで、当社グループの更なる成長や事業規模の拡充が見

込めると判断したため、本株式交換を行いました。

(3) 企業結合日

平成30年８月１日（みなし取得日　平成30年９月30日）

(4) 企業結合の法的形式

当社を株式交換完全親会社、ＪＦＬＡを株式交換完全子会社とする株式交換

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率  41.92％

企業結合日に追加取得した議決権比率  58.08％

取得後の議決権比率 100.00％
 

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が株式交換により議決権の100％を取得し、完全子会社化したことによるものであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当第２四半期会計期間の期末をみなし取得日としているため、該当事項はありません。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

企業結合の直前に保有していた株式の企業結合時における時価 3,493,440千円

当社普通株式 4,843,577千円

取得原価 8,337,018千円
 

なお、当該企業結合にかかる取得関連費用は73,250千円であり、四半期連結損益計算書の「販売費及び一般管

理費」に計上しております。

 

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差益　160,086千円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

929,501千円

(2) 発生原因

取得原価が企業結合時における時価純資産額を上回ったため、その差額をのれんとして処理するもので、今

後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。

(3) 償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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６．本株式交換に係る割当ての内容

(1) 株式の種類別の交換比率及びその算定方法

会社名
当社 ＪＦＬＡ

（株式交換完全親会社） （株式交換完全子会社）

株式交換比率 １ 0.9

株式交換により交付した株式数 普通株式　11,033,207株
 

本株式交換の株式交換比率につきましては、その公平性・妥当性を確保するため、当社及びＪＦＬＡから独

立した第三者算定機関であるＳＭＢＣ日興証券株式会社及び株式会社ＡＧＳコンサルティングに算定を依頼し

ております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純
損失（△）

13円 31銭 △18円 37銭

    (算定上の基礎) 　 　

   親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株
主に帰属する四半期純損失（△）（千円）

402,172 △634,921

   普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純損失（△）（千円）

402,172 △634,921

    普通株式の期中平均株式数(株) 30,223,469 34,571,276

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 13円 30銭 ―

    (算定上の基礎) 　  

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

   （うち支払利息（税額相当額控除後））(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 6,682 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成30年11月12日

株式会社ＪＦＬＡホールディングス

取締役会  御中

　

至誠清新監査法人
 

　

代表社員
業務執行社員

　公認会計士 高　　砂   晋　　平 印
 

　

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 宇 田 川　　和　　彦 印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＪＦＬ

Ａホールディングスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30

年７月１日から平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、

四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＪＦＬＡホールディングス及び連結子会社の平成30年９

月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 
(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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